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ＤＩＹリノベーションスクール「おおなんＤＩＹ木の学校」～関係人口創

出のきっかけづくり～ 

取組のあらまし 

取組団体 島根県邑南町 

取 組 内 容 総務省「関係人口創出・拡大事業」2019 年度モデル事業に採択された「家と暮

らしを自分の手で育てるＤＩＹリノベーションスクール」として、古民家等を

利活用して基本的な工具の使い方から専門的なリノベーションまで、ＤＩＹに

ついて学ぶ機会を提供し、関係人口創出のきっかけとする。 

推 進 体 制 ４名（令和７年度） 

予 算 等 4,000,000 円（令和７年度） 地域おこし協力隊活動費（２人） 

１  島根県邑南町の概要 

人 口 9,467 人 令和７年１月１日現在（住民基本台帳人口） 

職 員 数 209 人 令和８年 1 月１日現在（一般行政部門） 

総 面 積 419.29 ㎢ 令和７年 10 月１日現在（国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」） 

図表 １ 邑南町位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：おおなん住ま居るナビ ホームページ 



地方自治研究機構 先進事例調査研究（令和７年度） 

2 

 

２  取組の背景・目的 

(1) 地方の担い手不足と関係人口創出 

現代日本の地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手が不足している。こ

の課題に対し、主な生活拠点とは別の地域に生活拠点を設ける「二地域居住」を行う者や、

移住や観光ではなく地域と多様な関わりを持つ「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が、地

域づくりの担い手となることが期待されている。 

総務省は、これらの背景から、2018 年から 2020 年までの間、関係人口創出の機会提供に

取組む地方公共団体を支援するモデル事業を「関係人口創出・拡大事業」として展開、全 99

団体のモデル事業を採択した。 

図表 ２ 関係人口のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出所：総務省 二地域居住・関係人口ポータルサイト 

 

(2) 邑南町の概要 

邑南町は、2004 年に旧羽須美村、旧瑞穂町、旧石見超の三町村合併により誕生した。「邑

南」は古くから三町村の地域全体を表す名称として親しまれていた名称であった。 

地理的には島根県の中部に位置する町で、東側に広島県三次市、西側に浜田市、北側は江

津市・川本町・美郷町、南側は広島県安芸高田市・北広島町に囲まれた、県内でもっとも面

積が広い町である。その大半は盆地状に開けた農地であり、東の羽須美エリアには、中国地

方最大の河川である江の川が北流している。 

高齢化率は 46.3％と非常に高く、移住・定住への取組みとしての「地域おこし協力隊」や、

子育て支援の充実として「日本一の子育ての村を目指す」というキャッチコピーを掲げるな

ど、様々な方面から対応を図っている。 
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３  取組内容 

(1) おおなん DIY 木の学校 

「おおなんＤＩＹ木の学校」は、「家と暮らしを自分の手で育てるＤＩＹリノベーションス

クール」として、邑南町が、総務省「関係人口創出・拡大事業」モデル事業の採択を受け、

2019 年度から取り組む事業である。 

参加者は、共通科目又は専門科目から、自分のスキルに合わせた自由な組み合わせでカリ

キュラムを受講することで、用途ごとの木材の使い分けや工具の使い方などの基本的な事項

から古民家のリノベーションまで学ぶことができる。 

実習は、主に町内で古民家を改修している現場を活用して行われ、木工の実習や木材販売

を行っている「ＯＨＮＡＮ ＷＯＯＤ ＢＡＳＥ」では基礎的な技術を学ぶ共通科目の講座が

行われる。また、受講生は木の学校が運営するゲストハウス「泊まれる森の図書館」に宿泊

することができる。島根県邑南町雪田にある元庄屋の古民家をゲストハウスとして活用する

ため、おおなん木の学校の講座を通して２年の月日をかけて改修されたものである。 

ワークショップ以外の各カリキュラムは２日間のスケジュールとなっており、ＤＩＹやリ

ノベーション技能、古民家再生手法の体験ができる。受講生には、町内で古民家を改修した

宿泊施設を案内しており、森の図書館にも宿泊が可能となっている。 

図表３ 町内のゲストハウス mikke 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：総務省 二地域居住・関係人口ポータルサイト「おおなん DIY 木の学校」 

ア 共通科目 

基本的な木の知識と木材加工の技能、ノミやかんなの刃の研ぎ方や手入れなどの使用する

工具について学び、木箱とまな板を作成するカリキュラム。受講料は 20,000 円、定員は８名

となっている。令和７年度には５月 17 日（土）～18 日（日）と９月６日（土）～７日（日）

の２回実施された。 
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イ 専門科目 

専門科目は６つ（造り付け家具、造り付けキッチン、床の再生、土壁の再生、三和土の

作成及び自然塗装）に分かれており、参加者はそのいずれか学びたい内容を選んで受講す

る。受講料は一律 20,000 円、定員は５名となっている。 

最初に２時間ほどの講義を受けた後は、すべて実習の時間というスケジュールになって

おり、専門的な内容について実践を交えて学ぶことができる。 

図表 ４ 令和７年度実施内容（専門科目） 

カリキュラム 令和７年度開催日程 講座内容 

造り付け家具 
①７月５日（土） 

～６日（日） 

⚫ 設計デザイン手法 

⚫ 実習（飾り棚、本棚等） 

⚫ 無垢材の本立て制作実習 

造り付けキッチン 
①６月 21 日（土） 

～22 日（日） 

⚫ デザインの方法 

⚫ 実習（キッチンカウンターの造り方、

シンクとコンロの収まり、モザイクタ

イルの造り方） 

⚫ 給排水接続と換気、電気の知識習得 

床の再生 

①５月 31 日（土） 

～６月１日（日） 

②９月 20 日（土） 

～21 日（日） 

⚫ 実習（古民家の床の再生） 

⚫ 杉の厚板の張り方と 15 ㎜厚の単層フ

ローリングの張り方の違いについて 

⚫ 素地下地の上張り施工方法 

土壁の再生 

①６月 28 日（土） 

～29 日（日） 

②９月 12 日（金） 

～13 日（土） 

⚫ 木舞竹の選び方割り方など 

⚫ 実習（貫・間渡し竹下地に竹木舞の編

み方、壁土の練り方・塗り方、古い民家

の竹木舞壁補修方法、左官のコツなど） 

三和土の作成 
①９月 14 日（日） 

～15 日（祝） 

⚫ 施工場所のレベルなど下地の調整方法 

⚫ 叩き棒のつくり方、三和土の調合具合、

叩き締めのコツなど 

自然塗装 
①11 月１日（土） 

～２日（日） 

⚫ 自然塗装の基礎知識（床、梁、テーブ

ル、屋外木部） 

⚫ 実習（塗装の事前準備・養生、床杉無垢

フローリングの自然塗装） 

⚫ 柿渋、弁柄、古材風塗装のサンプル板

づくり 

出所：おおなん木の学校ホームページ 
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図表 ５ 実習の様子（左から、壁造り付け棚、三和土の作成、土壁の再生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：おおなん木の学校ホームページ 

 

(2) DIY マイスター認定制度 

ＮＰＯ法人住環境デザイン協会が認定する「ＤＩＹマイスター」は、空き家の利活用の推

進やＤＩＹリフォームの普及啓発、ＤＩＹリフォームアドバイザーなどの指導育成の出来る

能力を有することを証明する、ＤＩＹリフォームアドバイザーの上位資格である。 

木の学校の共通科目と専門科目のいずれか１科目を受講し、ＤＩＹリフォームアドバイ 

ザーの資格を有することで「ＤＩＹマイスター」の資格を取得することができる。 

図表 ６ ＤＩＹマイスター認定制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：おおなん木の学校ホームページ 
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４  成果・課題 

(1) 取組の成果 

おおなんＤＩＹ木の学校 2019 年の取組み開始から継続して実施され、これまでに約 250 名

の受講があった。参加者は島根・広島両県を中心に関西、九州など他の地域から参加した人

もおり、邑南町が狙ったとおり関係人口の創出のきっかけとなっていることが分かる。 

また、高齢化が進む地域にとっては、講座を通して幅広い年代間の交流が生まれることに

も意義がある。参加者からは「専門的な知識が身について楽しかった」、「とてもよいアイデ

ア・試みだと思う」、「また参加したい」などのポジティブな声が寄せられており、満足度が

高い事業であることも成果を挙げている理由の一つだろう。この他にも「邑南町自体にも興

味がわいた」、「もっと邑南町が好きになった」という意見もあり、地元愛の育成や他の地域

の人々の邑南町自体への興味関心の動線として機能していることがうかがえる。 

 

(2) 今後の課題 

おおなんＤＩＹ木の学校の取組みはあくまで単発の講座だが、受講生や受講生の紹介で 5

人が邑南町に移住しており、定住人口の増加のきっかけになっている。関係人口の創出では、

講座を古民家の改修現場で行っており、改修現場がカフェやゲストハウスになっていること

から、自分が改修した場所に通うリピーターとなっている例も少なくない。一方で、講座が

終了した後に DIY がさらに学べたり、体験できたりする仕組みが未整備で、継続して地域づ

くりの担い手になってもらうためには、定期的なワークショップの開催や木材の販売による

定期的な来訪を促す仕組みづくりが求められる。 

 

関連・参考資料 

邑南町ホームページ「邑南町の紹介」 

https://www.town.ohnan.lg.jp/www/genre/1000100000136/index.html 

おおなん住ま居るナビ「邑南町について」 

https://ohnansmilenavi.com/aboutohnan/ 

総務省 二地域居住・関係人口ポータルサイト「モデル事業概要」 

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/discription/index.html 

総務省 二地域居住・関係人口ポータルサイト「総務省モデル事業の取組事例」 

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/model_list.html 

おおなん木の学校 

https://wood-school.com/ 

NPO 法人住環境デザイン協会「資格認定紹介」 

https://juu-design.net/%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E8%B3%87%E6%A0%BC%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E8%AA%8D%E5%AE%9A/ 

一般社団法人住環境教育協会「DIY マイスター」 

https://juu-kyoiku.com/diy%e3%83%9e%e3%82%a4%e3%82%b9%e3%82%bf%e3%83%bc/ 

https://www.town.ohnan.lg.jp/www/genre/1000100000136/index.html
https://ohnansmilenavi.com/aboutohnan/
https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/discription/index.html
https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/model_list.html
https://wood-school.com/
https://juu-design.net/%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E8%B3%87%E6%A0%BC%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E8%AA%8D%E5%AE%9A/
https://juu-kyoiku.com/diy%e3%83%9e%e3%82%a4%e3%82%b9%e3%82%bf%e3%83%bc/

